[image: image1.jpg]


[image: image2.jpg]


[image: image3.png]IEs
)

A




第35号（２面）　２００７年９月６日


発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば
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第３回夏期合宿を終えて


　8月18～19日に行なった恒例の合宿は、参加者数が宿泊14名、初日だけ参加12名、2日目だけ参加1名で、昨年より淋しかったものの、中身の濃さは勝るとも劣らないものでした。初日夕食後の古川さん司会による懇親会では、自己紹介だけですでにメンバーの多様で深い思いが披瀝され、話題が広がりました。翌日午前は、鈴木さん司会で、まずビデオ「国民的憲法合宿」のさわりと、高部優子さん制作のビデオ「世界は９条に恋してる」をみて討論、後半1時間は10月27日の3周年記念集会について話し合い、プロローグは鈴木勝男さん指導の調布狛江合唱団郷土部のみなさんによる和太鼓、奥平さんの講演の後はフロアとの質疑応答、締めは「ねがい」の全員合唱という企画ですすめようというところにおさまりました。　　（石川康子･記）





　●講師の梅林さんは、岩波ブックレット「米軍再編」をテキストに、米軍が求める世界的な安全保障体制の見直し、テロとの戦争に応じることのできる配備体制について話されました。同盟国の役割を強化するという点では、手伝いではなく、米軍と軌を一にした日本の役割を期待し、実質的に組み込まれています。当然憲法には抵触しています。自衛隊が米軍と同じように非正規戦争（テロ）と戦うためには、社会のシステムも組み込んでいかなければならない。市民運動への自衛隊による監視などの動きもその一つ。安全、安心と名付けた周囲の空気にも、私たちは”ちょっと待って“と考えていかなければならないと思います。


　  布田・角瀬敬子
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合宿参加者の感想文をご紹介します。写真は合宿のスナップです。





　●合宿には毎回参加して、講演や意見交流はそれぞれ勉強になってよかったと思っています。ただ私としては、実践交流にもっと力を入れてはどうかと思います。九条の会は、全国で６千を超えているといわれていますが、調布ではどうなっているのでしょうか。私にはよく見えません。地域の九条の会に実践報告をしてもらうことはできないでしょうか。その実践報告をもとに意見交流をして、全体の実践をもっと広げ、豊かにしていくというのはどうでしょうか。しかし、このことをやるのに、合宿がいいか、例会がいいかは一寸わかりませんが。


　下石原・近田三男














調布｢憲法ひろば｣


９月(第28回)例会のご案内


９月３０日(日)１３時半～


あくろす２階「会議室」


清水雅彦さんのお話


 市民的自由と治安政策


　清水雅彦さんは、憲法学･明治大学


　兼任講師。社会評論社「治安政策


　としての「『安全・安心の街づく


　り』---監視と管理の招聘｣の著者。








